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｢高松駅ビル（仮称）｣外観デザインの決定について 

 

 

 

ＪＲ高松駅北側で計画している高松駅ビル（仮称）につきまして、このたび外観デザイン

が決定しましたのでお知らせいたします。 

 

＜デザインコンセプト＞ 

瀬戸内海の穏やかな海のゆらぎをイメージ 

 

既存棟の玉藻城をイメージした外観デザインを陸のイメージととらえ、新設する商業棟には

瀬戸内海のイメージを映し、高松の海と陸の繋がりを表現します。中央コンコースが陸と海を

つなぐ新しい高松の玄関口となり、地域や駅利用者の方々、更には全国、世界各地から多くの

人々を迎え、送り出します。 

 

＜完成予想図＞ 

駅前広場側※ 

北東側※ 
 ※現時点でのイメージ図であり、今後変更となる可能性があります。 

 



瀬戸内海の穏やかな海のゆらぎをイメージ

【別紙】

【位置図】【施設概要】 ２０２３年度下期 開業予定

○計画敷地面積 約 ５，２００ ㎡

○延床面積 約 １５，４９０ ㎡ （商業棟 約１０,０４０㎡、駐車場棟 約５,４５０㎡）

○建物概要

[駐車場棟] 地上４階地下１階 鉄骨造
・駐輪場 地下１階～１階（約３８５台）
・荷捌き、店舗 １階
・駐車場 ２～４階（約１６０台）

[商業棟] 地上４階 鉄骨造
・商業施設 １～３階
・屋外広場、後方諸室 ４階

①ガラスは淡いブルーの色調とし、水面の表情・きらめきをイメージし、開放感をもたします。

②アルミルーバーで描く穏やかなカーブは、コンコース上部のアーチ状の屋根と調和し、海のゆらぎを表現しています。

③商業棟上部のキャノピーは、既存棟のトップラインと連続しつつ、特徴あるスカイラインをつくります。

②

①水面のきらめきを表現するガラス面
ゲートとなるコンコース

既存棟は、玉藻城の石垣と城をイメージし、陸を表現
②海のゆらぎを表現するアルミルーバー

③スカイラインを特徴づけるキャノピー

③
③

＜デザインコンセプト＞


